
モデル名称 EMKG-EXPO-TOOL 

開発国  ドイツ 
開発機関 

開発者 
 BAuA 

入手方法 

(URL・価格等) 

下記 HP より、無料でダウンロード可能。 

http://www.reach-helpdesk.de/en/Exposure/Exposure.html 

モデルの 

目的概要 

 職場における労働時の吸入暴露について評価・予測するモデル。扱う物質が固体、も

しくは液体の場合にのみ利用可能。物質の性質や沸点、作業温度、使用量、使用面

積、管理状態、暴露期間などの簡単な情報を入力することで、暴露可能性や暴露量を

簡易的に評価・予測することができるツール。 

 

 

 

操作手順  

 

１．評価したい職場で扱っている物質が固体である場合には｢Solids｣(固体 )のタブを、液体の場

合には｢Liquids｣(液体 )のタブを開く。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．｢Solids｣(固体 )の場合  
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①Definition of dustiness bands (ほこりの程度の定義 ) 

②Scale of use bands (使用スケールの分類 ) 

③Control strategies (管理計画 ) 

④Short term exposure (短期暴露 ) 

の４つの項目すべてについて、扱う物質や評価したい職場環境に当てはまるものをそれぞ

れ選択する。選択する際は、当てはまる赤字部分をクリックする。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すべての項目の入力を完了すると、｢Exposure potential bands (EP)｣(暴露可能性 )と｢Predicted 
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exposure ranges｣(予測される暴露範囲 )についての評価結果が表中に色付きで表示される。

ここで、｢Predicted exposure ranges｣の表中の数値の単位は [mg/m3]である。  
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３．｢Liquids｣(液体 )の場合  

①Definition of volatility bands (揮発性の定義 ) 

②Scale of use bands (使用スケールの分類 ) 

③Control strategies (管理計画 ) 

④Short term exposure (短期暴露 ) 

⑤Applications on surface > 1m2 (表面の塗装>1m2) 

の５つの項目すべてについて、扱う物質や評価したい職場環境に当てはまるものをそれぞ

れ選択する。選択する際は、当てはまる赤字部分をクリックする。ただし①に関しては、

｢boiling point｣(沸点 )と｢operating temperature｣(作業温度 )の両方を直接入力するのでも構わ

ない (下図緑丸部分 )。この二つの数値を入力すると自動的に｢Definition of volatility bands｣

の項目は選択される。  
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すべての項目の入力を完了すると、｢Exposure potential bands (EP)｣(暴露可能性 )と｢Predicted 

exposure ranges｣(予測される暴露範囲 )についての評価結果が表中に色付きで表示される。  

ここで、｢Predicted exposure ranges｣の表中の数値の単位は [ppm]である。  
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